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渋沢栄一記念財団研究センター　
event0012@shibusawa.or.jp
〒114-0024　東京都北区西ケ原 2-16-1（飛鳥山公園内）

10：30～12：30 3,000円（全11回分、テキスト代含む）

対面（東京都北区・北とぴあ会議室）
初回の講義は会場とオンライン（オンライン会議アプリZoom）のハイブリッド形式で実施

①９月12日＊、②10月10日、③11月14日、④12月12日
⑤１月９日、⑥２月13日、⑦３月13日、⑧４月10日、⑨５月８日、⑩６月12日、⑪７月10日

（＊の回は講義を実施）

お問合せ先

守屋 淳（作家）講　　師

時　　間 参 加 費

30名定　　員

実 施 日

形　 式

読書会読書会

渋沢栄一
（渋沢史料館所蔵）

『詳解全訳　論語と算盤』（渋沢栄一著、守屋淳訳注、筑摩書房）テキスト

渋沢栄一記念財団ウェブサイト
よりお申込みください

トップページ 研究センター 企画・セミナー等情報 『論語と算盤』読書会

https://www.shibusawa.or.jp

（申し込み多数の場合
は選考を行います）
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過去の読書会参加者のコメント

守屋 淳（作家）

第13期

第12期

第14期

　本読書会は、筑摩書房『詳解全訳　論語と算盤』（渋沢栄一著、守屋淳訳注）をテキストに全10章
の内容を毎月１章ずつ読み進めディスカッションを行います。終了時には、参加者一人一人がアドバ
イザーとなって『論語と算盤』の読書会を開けるよう、仕事や経営、教育、研究、生涯学習、地域活
動など様々な場面で活かしていくことが目標です。
　渋沢栄一や『論語と算盤』に関心がある方、また幅広い世代の方とのディスカッションを通じ知見
を広げたい方にもおすすめです。

1965 年東京生まれ。早稲田大学第一文学部卒業。大手書店勤務を経て、現在は中国古典、主
に『孫子』『論語』『老子』『荘子』『韓非子』などの知恵を現代にどのように活かすかをテーマ
とした、執筆や企業での研修・講演を行う。『現代語訳　渋沢栄一自伝』（平凡社新書）、『現代
語訳　論語と算盤』（ちくま新書）、『渋沢栄一「論語と算盤」の思想入門』（NHK出版新書）『ビ
ジネス教養としての「論語」入門』（日本経済新聞出版社）など。
ホームページ　https://chineseclassics.jp/

・ディスカッションを円滑に進めるため、全ての回に参加できる方を対象としています。
・欠席された場合でも参加費の返金はいたしませんのでご注意ください。
・連絡先や名刺交換は自由におこなっていただいて構いませんが、その後の交流については参加者ご自身の管理、責任においてご判断を
お願いいたします。

・誹謗中傷や迷惑行為（金銭取引、ネットワークビジネスの勧誘等を含む）に該当すると判断した場合、本読書会からご退会していただきます。

リモートでの業務が増え、人との交流が少なく
なっている中で、同じ興味を持った仲間と議論
することができました。とても充実した時間を
過ごすことができました。

読書会は初めての参加でしたが、一冊の本を通してほかの方の経
験も含めて楽しい会となりました。一人で「論語と算盤」を読ん
だときに見えないものが、見えるきっかけができました。

生きる上で参考になることが多い。渋沢栄一
の考え方、守屋先生のコメント、そして参加
者の発言にもハッとさせられたり、なるほど
と頷くこともある。参加すると充実感がある。

自分の意見を伝えると共に他の方の色々
な考えを学ぶ事ができ、自分自身の幅が
広がります。

事前に該当する章を読み、設問に対する自分なりの考えをま
とめて参加すると、ディスカッションや守屋先生のコメント
などで、２時間後には腑に落ちる、充実している自分がいます。
日頃の仕事から離れて参加することが、将来の仕事や人生の
ヒントにつながるものと確信しています。
ぜひ思い切って読書会にチャレンジしてみてください。

「論語と算盤」読書会に参加し「温故知新」を体現させていた
だいております。私自身シニア世代ですが、まだまだ学ぶべき
事が多く毎回充実した議論を楽しんでおります。若い頃にこの
様な読書会に出会えていればと思うばかりです。

毎月一度、自分の働き方や生き方
を内省するよい機会になりました。

概　　要

講　　師

注意事項


